
第第３３章章  三三次次元元計計測測デデーータタをを応応用用ししたた考考古古学学的的研研究究  

ははじじめめにに  

 本研究では、前章で掲げた計測方法に則って、平城京・藤原京出土軒瓦の三次元計測データを取

得した上で、従来の考古学的研究にどのように応用していくかについて、検討を行うことを目的の

一つとしている。そこで本章では、本研究で得られた研究成果のうち、代表的な応用例といえる２

本の論文を再録する。 

 これらの論文における重要な視点としては、①これまで研究者の主観的な判断で行われてきた軒

瓦の型式認定について、三次元計測データを参照することによって、より客観的な検討を行った点

と、②従来の研究では見落とされてきた視点が、三次元計測データから明らかとなったため、軒瓦

の各型式を改めて分析することによって、新たな考古学的知見を得ることができたという点である。 

 特に第１節では、明らかに異なる瓦笵による軒瓦について、三次元計測データ間において比較を

行ったところ、文様の平面配置がかなりの精度で一致することを明らかにすることができた。これ

は従来の実物実見や、拓本や写真による比較では気づくことが難しく、三次元計測を行って初めて

気づきうる視点である。そして、この視点は従来から指摘されてきた「瓦様」なる存在に迫る手が

かりとなるものであり、「瓦様」の存在を前提としながら軒瓦の分布状況を改めて検討することによ

って、平城京に築かれた諸寺院における造瓦体制の関連性について、新たな歴史的背景を導き出す

ことが可能となるのである。 

第２節においては、これまで瓦笵の彫り直しとされてきた軒瓦に異笵の可能性が指摘されたため、

三次元計測データを用いて客観的かつ厳密な比較を行った結果、異笵であることを明らかにするこ

とができた。第１節でも、これまでの肉眼等による型式認定の結果を三次元計測データで検討し直

すことにより、一部は異笵であることが判明しており、従来の主観的な型式認定に限界があること

と、三次元計測データによる再検討の重要性が明らかになりつつある。また第２節では、拓本など

では表現しにくい瓦笵の木目痕が三次元計測データでは明瞭に表現できることを示し、異笵の判断

の際に重要な指標となり得ることを証明した。 

このほかにも、研究成果の中には大型品の破片を三次元計測することにより、破片をデータ上で

接合・復元することによって、これまで全形が不明であった大型瓦製品の全容を明らかにしたもの

がある（岩戸晶子・道上祥武「天神山瓦窯周辺出土鴟尾の検討」『奈良文化財研究所紀要 2021』、岩戸晶子「３次元

モデルを活用した平城宮出土唐花文鬼瓦の復元」『奈良文化財研究所紀要 2021』）。これは考古学的研究だけで

はなく、遺物のレプリカ作成等の活用事例にも援用でき、極めて発展性の高い手法といえる。 

 このように、三次元計測データの応用は考古学的研究に大きく資するものといえるが、その着手

は未だ端緒についたばかりである。今後、さらに三次元計測データの蓄積を踏まえた上で、それら

を比較・検討し、従来の型式認定のみならず、そこから導き出されてきた歴史的見解についても再
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１１．．「「瓦瓦様様」」とと瓦瓦笵笵

―東大寺式軒丸瓦における同紋瓦・同笵瓦の再検討― 

中村亜希子・今井 晃樹・林 正憲・岩永 玲 

要要 旨旨

本稿は、東大寺式軒丸瓦と呼称される 6235 型式の瓦のうち、紋様が酷似する同紋異笵の瓦に

ついて、三次元計測データから再検討するものである。同型式の中でもＡ・Ｊ・Ｍ種は極めて紋

様構成が似ており、目視観察では時に判別が難しいこともある。このことは、先学による型式

分類の検討過程にもうかがうことができる。なぜこのような同紋異笵の瓦が作製されたのだろ

うか。筆者らはその背景に「瓦様」と呼ばれたであろう瓦当紋様の下図の存在を想定する。この

紋様下図の存在を検討するために、本研究では SfM-MVS の技術で取得した三次元計測データを

用いて詳細な検証をおこなった。分析の結果、6235A・J・M 種の紋様は、蓮子や珠紋等で若干の

ズレが認められるものの、各紋様構成要素の平面的な位置関係はほぼ一致することが判明した。

しかし、いっぽうで蓮弁や間弁の断面形態は同笵といえるほどの一致度は認められなかった。 

なお、瓦笵は使用過程で彫り直し等の改変が加えられることがある。本研究では、改笵前後

で特徴が変わらない点を選びデータの位置合わせをおこなうことによって、同笵瓦がどのよう

に変化したかについても検討した。その結果、従来6234Abとして認識されていた瓦片の多くが、

6235A の改笵が進んだ段階のものであることがあきらかになった。いっぽう、6234A は紋様が簡

略化されているものの、6235A・J・M と紋様構成が一致する。したがって、6235A の紋様下図が

6234A の作笵の際にも使用された可能性が高い。また、両者では笵傷の出現場所も酷似するた

め、あるいは 6234A の瓦笵の板材そのものが 6235A の瓦笵の再利用だった可能性もある。その

歴史的背景として、造東大寺司と造興福寺司の間で紋様下図や瓦笵が移動していたことが想定

できる。同じ紋様下図で作笵された瓦笵による瓦の研究は、紋様の型式学的研究というマクロ

な瓦研究と、笵傷の進行の研究というミクロな瓦研究の間を結ぶ、新たな瓦研究の手法になる

と期待する。 

キーワード：東大寺式軒丸瓦、6235 型式、同紋異笵、同笵、三次元計測 

検討を行うと共に、新たな応用方法の開発についても、検討を深めていきたい。 

 なお第１・２節の再録にあたっては、編集上の都合により多少体裁に変更を加えているが、字句

や図面、内容については同一である。 
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